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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　橋梁の橋脚の上部の、橋桁を支持する支承部の近い位置に設けられ、前記支承部による

前記橋桁の支持が十分に行えなくなる状況が生じた場合であっても、前記支承部とともに

、または前記支承部に代わって前記橋桁を支持することにより、前記橋桁が下方変位する

ことを抑制して段差が生じるのを防止する段差防止材であって、

　樹脂と、引張強さが２０００ＭＰａ以上である複数本の繊維とで構成され、柱状または

筒状の形状を有する繊維強化樹脂複合体である１つの本体部と、

　前記本体部の底面が接合される上面、および、前記橋脚の上部に接合される下面を有す

る１つの台座部と

で構成され、

　前記台座部が、前記本体部との接合面から外方に延出する部分を有する、段差防止材。

【請求項２】

　前記本体部は、前記複数本の繊維が第１の方向に対して略平行に配列されている第１の

繊維層を有する、請求項１に記載の段差防止材。

【請求項３】

　前記本体部は、前記第１の方向とは異なる第２の方向に対して略平行に配列されている

第２の繊維層をさらに有する、請求項２に記載の段差防止材。

【請求項４】

　前記繊維は、カーボン繊維、ガラス繊維およびアラミド繊維のうち、少なくとも１種を
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含 む 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 段 差 防 止 材 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 段 差 防 止 材 を 構 成 す る 前 記 繊 維 の 含 有 量 が ３ ０ 質 量 ％ 以 上 ７ ０ 質 量 ％ 以 下 の 範 囲 で

あ る 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 段 差 防 止 材 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 段 差 防 止 材 の 耐 荷 重 が ２ ０ ０ ０ ｋ Ｎ 以 上 で あ る 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に

記 載 の 段 差 防 止 材 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 橋 梁 が 道 路 橋 と し て 用 い ら れ る も の で あ り 、

　 前 記 橋 桁 が 前 記 段 差 防 止 材 に よ っ て 支 持 さ れ る と き に 、 前 記 橋 桁 の 床 版 上 面 の 高 さ と 、

前 記 橋 桁 の 床 版 上 面 に 隣 接 す る 道 路 面 の 高 さ と の 差 が ３ ０ ｍ ｍ 以 下 に な る よ う に 構 成 さ れ

る 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 段 差 防 止 材 。

【 請 求 項 ８ 】

　 複 数 の 橋 脚 を 有 す る と と も に 、 複 数 の 前 記 橋 脚 に 跨 っ て 設 け ら れ る 橋 桁 が 、 前 記 橋 脚 の

上 部 に 設 け ら れ た 支 承 部 に よ っ て 支 持 さ れ て い る 橋 梁 で あ っ て 、

　 前 記 支 承 部 に よ る 前 記 橋 桁 の 支 持 が 十 分 に 行 え な く な る 状 況 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、

前 記 支 承 部 と と も に 、 ま た は 前 記 支 承 部 に 代 わ っ て 前 記 橋 桁 を 支 持 す る こ と に よ り 、 前 記

橋 桁 が 下 方 変 位 す る こ と を 抑 制 し て 段 差 が 生 じ る の を 防 止 す る 段 差 防 止 材 を 、 前 記 橋 脚 の

上 部 に 設 け ら れ た 前 記 支 承 部 の 近 い 位 置 に 有 し 、

　 前 記 段 差 防 止 材 は 、 樹 脂 と 、 引 張 強 さ が ２ ０ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 複 数 本 の 繊 維 と で 構

成 さ れ 、 柱 状 ま た は 筒 状 の 形 状 を 有 す る 繊 維 強 化 樹 脂 複 合 体 で あ る １ つ の 本 体 部 と 、

　 前 記 本 体 部 の 底 面 が 接 合 さ れ る 上 面 、 お よ び 、 前 記 橋 脚 の 上 部 に 接 合 さ れ る 下 面 を 有 す

る １ つ の 台 座 部 と

で 構 成 さ れ 、

　 前 記 台 座 部 が 、 前 記 本 体 部 と の 接 合 面 か ら 外 方 に 延 出 す る 部 分 を 有 す る 、 橋 梁 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 橋 梁 の 橋 脚 に 設 け ら れ 、 支 承 部 に よ る 橋 桁 の 支 持 が 十 分 に 行 え な く な る 状 況

が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 橋 桁 が 下 方 変 位 す る こ と を 抑 制 し て 段 差 が 生 じ る の を 防 止 す る

段 差 防 止 材 お よ び 前 記 段 差 防 止 材 を 有 す る 橋 梁 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 橋 梁 の 橋 桁 は 、 鉄 な ど の 金 属 に よ っ て 作 ら れ て い る こ と が 多 く 、 気 温 の 変 化 に よ る 膨 張

お よ び 収 縮 や 、 車 両 の 走 行 に 伴 う 振 動 な ど に よ っ て あ る 程 度 変 位 す る た め 、 か か る 変 位 量

を 吸 収 し て 橋 脚 の 破 損 を 防 ぐ た め に 、 橋 脚 と 橋 桁 と の 間 の 連 結 を 、 橋 桁 上 に 設 置 さ れ 、 外

部 か ら の 力 に よ っ て 弾 性 変 形 す る 性 質 を 有 す る 支 承 部 を 介 し て 行 う の が 一 般 的 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し 、 揺 れ が 大 き い 強 い 地 震 な ど が 発 生 し た 場 合 に は 、 支 承 部 が 支 持 で き る 橋 桁 の 変

位 量 を 超 え て 大 き く 変 形 し た り 破 損 し た り す る こ と に よ っ て 、 支 承 部 に よ っ て 、 橋 桁 を 橋

脚 上 の 所 定 の 高 さ 位 置 で の 支 持 が 行 え な く な り 、 そ れ に よ り 橋 桁 が 支 承 部 か ら 落 下 す る な

ど の 下 方 変 位 を し て 、 橋 桁 の 床 版 上 面 と 、 そ れ に 隣 接 し て 位 置 す る 道 路 面 と の 境 目 の 位 置

で 大 き な 段 差 が 生 じ る 恐 れ が あ る 。 特 に 道 路 橋 と し て 用 い ら れ る 橋 梁 で は 、 こ の よ う な 強

い 地 震 な ど が 発 生 し た 場 合 、 橋 桁 に 残 留 し て い る 走 行 車 両 を 橋 梁 外 に 退 避 さ せ る と と も に

、 緊 急 車 両 な ど が 走 行 で き る よ う に し て 、 交 通 機 関 を 速 や か に 健 全 な 状 態 に 戻 せ る よ う に

す る こ と が 求 め ら れ て い る が 、 橋 桁 が 橋 脚 の 上 に 下 方 変 位 し て 路 面 に 段 差 が 生 じ た 箇 所 は

、 こ の よ う な 交 通 機 関 の 妨 げ に な る 恐 れ が あ る 。 一 般 に 、 ５ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ の 段 差 が 路 面

に 生 じ る と 、 緊 急 車 両 の 通 行 も 難 し く な る と い わ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 そ こ で 、 段 差 防 止 材 を 橋 脚 上 に 設 置 す る こ と が 提 案 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ ） 。 段 差
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防 止 材 は 、 地 震 な ど に よ っ て 支 承 部 に よ る 橋 桁 の 支 持 が 十 分 に 行 え な く な る 状 況 が 生 じ た

と き に 、 橋 桁 を 適 切 な 高 さ に 支 持 す る も の で あ り 、 既 設 の 橋 梁 に 段 差 防 止 材 を 設 け る こ と

で 、 地 震 な ど の 災 害 時 に 、 橋 桁 の 前 後 に 生 じ る 段 差 （ 路 面 段 差 な ど ） を 低 減 す る こ と が で

き る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 “ 段 差 防 止 構 造 　 SEブ ロ ッ ク ” 、 ［ online］ 、 株 式 会 社 エ ス イ ー 、 ［ 令

和 3年 5月 13日 検 索 ］ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 〈 URL： http://se-kyoryokozo.jp/prod10-1.html〉

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 非 特 許 文 献 １ に 記 載 の 段 差 防 止 材 は 、 橋 桁 を 支 持 で き る 機 械 的 強 度 を 持

た せ る た め に 鋼 鉄 で 作 製 さ れ て お り 、 重 量 も 重 い も の で あ っ た 。 こ の よ う な 段 差 防 止 材 を

設 置 す る た め に は 、 固 定 式 の 足 場 を 組 む 必 要 が あ り 、 設 置 作 業 に 多 く の 時 間 が 掛 か っ て い

た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 所 望 の 機 械 的 強 度 を 有 す る と と も に 、 軽 量 で あ っ て 簡 便 に 設 置 す る こ

と が 可 能 な 段 差 防 止 材 と 、 こ の 段 差 防 止 材 を 有 す る 橋 梁 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 者 ら は 、 段 差 防 止 材 の 本 体 部 を 、 引 張 強 さ が ２ ０ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 繊 維 を 用

い た 繊 維 強 化 樹 脂 複 合 体 で 構 成 す る と と も に 、 本 体 部 を 柱 状 ま た は 筒 状 の 形 状 に す る こ と

で 、 段 差 防 止 材 の 軽 量 化 が 図 ら れ る と と も に 、 段 差 防 止 材 の 機 械 的 強 度 が 高 め ら れ る こ と

を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 以 下 の も の を 提 供 す

る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 （ １ ） 橋 梁 の 橋 脚 の 上 部 の 、 橋 桁 を 支 持 す る 支 承 部 の 近 い 位 置 に 設 け ら れ 、 前 記 支 承 部

に よ る 前 記 橋 桁 の 支 持 が 十 分 に 行 え な く な る 状 況 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 前 記 支 承 部 と

と も に 、 ま た は 前 記 支 承 部 に 代 わ っ て 前 記 橋 桁 を 支 持 す る こ と に よ り 、 前 記 橋 桁 が 下 方 変

位 す る こ と を 抑 制 し て 段 差 が 生 じ る の を 防 止 す る 段 差 防 止 材 で あ っ て 、

　 樹 脂 と 、 引 張 強 さ が ２ ０ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 複 数 本 の 繊 維 と で 構 成 さ れ 、 柱 状 ま た は

筒 状 の 形 状 を 有 す る 繊 維 強 化 樹 脂 複 合 体 で あ る 本 体 部 を 備 え る 、 段 差 防 止 材 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 （ ２ ） 前 記 本 体 部 は 、 前 記 複 数 本 の 繊 維 が 第 １ の 方 向 に 対 し て 略 平 行 に 配 列 さ れ て い る

第 １ の 繊 維 層 を 有 す る 、 上 記 （ １ ） に 記 載 の 段 差 防 止 材 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 （ ３ ） 前 記 本 体 部 は 、 前 記 第 １ の 方 向 と は 異 な る 第 ２ の 方 向 に 対 し て 略 平 行 に 配 列 さ れ

て い る 第 ２ の 繊 維 層 を さ ら に 有 す る 、 上 記 （ ２ ） に 記 載 の 段 差 防 止 材 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 （ ４ ） 前 記 段 差 防 止 材 は 、 前 記 本 体 部 を 前 記 橋 脚 に 固 定 す る 台 座 部 を さ ら に 備 え る 、 上

記 （ １ ） 、 （ ２ ） ま た は （ ３ ） に 記 載 の 段 差 防 止 材 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 （ ５ ） 前 記 繊 維 は 、 カ ー ボ ン 繊 維 、 ガ ラ ス 繊 維 お よ び ア ラ ミ ド 繊 維 の う ち 、 少 な く と も

１ 種 を 含 む 、 上 記 （ １ ） か ら （ ４ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 段 差 防 止 材 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 （ ６ ） 前 記 段 差 防 止 材 を 構 成 す る 前 記 繊 維 の 含 有 量 が ３ ０ 質 量 ％ 以 上 ７ ０ 質 量 ％ 以 下 の

範 囲 で あ る 、 上 記 （ １ ） か ら （ ５ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 段 差 防 止 材 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 （ ７ ） 前 記 段 差 防 止 材 の 耐 荷 重 が ２ ０ ０ ０ ｋ Ｎ 以 上 で あ る 、 上 記 （ １ ） か ら （ ６ ） の い
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ず れ か １ 項 に 記 載 の 段 差 防 止 材 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 （ ８ ） 前 記 橋 梁 が 道 路 橋 と し て 用 い ら れ る も の で あ り 、 前 記 橋 桁 が 前 記 段 差 防 止 材 に よ

っ て 支 持 さ れ る と き に 、 前 記 橋 桁 の 床 版 上 面 の 高 さ と 、 前 記 橋 桁 の 床 版 上 面 に 隣 接 す る 道

路 面 の 高 さ と の 差 が ３ ０ ｍ ｍ 以 下 に な る よ う に 構 成 さ れ る 、 上 記 （ １ ） か ら （ ７ ） の い ず

れ か １ 項 に 記 載 の 段 差 防 止 材 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 （ ９ ） 複 数 の 橋 脚 を 有 す る と と も に 、 複 数 の 前 記 橋 脚 に 跨 っ て 設 け ら れ る 橋 桁 が 、 前 記

橋 脚 の 上 部 に 設 け ら れ た 支 承 部 に よ っ て 支 持 さ れ て い る 橋 梁 で あ っ て 、 前 記 支 承 部 に よ る

前 記 橋 桁 の 支 持 が 十 分 に 行 え な く な る 状 況 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 前 記 支 承 部 と と も に

、 ま た は 前 記 支 承 部 に 代 わ っ て 前 記 橋 桁 を 支 持 す る こ と に よ り 、 前 記 橋 桁 が 下 方 変 位 す る

こ と を 抑 制 し て 段 差 が 生 じ る の を 防 止 す る 段 差 防 止 材 を 、 前 記 橋 脚 の 上 部 に 設 け ら れ た 前

記 支 承 部 の 近 い 位 置 に 有 し 、 前 記 段 差 防 止 材 は 、 樹 脂 と 、 引 張 強 さ が ２ ０ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上

で あ る 複 数 本 の 繊 維 と で 構 成 さ れ 、 柱 状 ま た は 筒 状 の 形 状 を 有 す る 繊 維 強 化 樹 脂 複 合 体 で

あ る 本 体 部 を 備 え る 、 橋 梁 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 所 望 の 機 械 的 強 度 を 有 す る と と も に 、 軽 量 で あ っ て 簡 便 に 設 置 す る こ

と が 可 能 な 段 差 防 止 材 と 、 こ の 段 差 防 止 材 を 有 す る 橋 梁 を 得 る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ９ 】

【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 段 差 防 止 材 を 設 け た 橋 梁 の 構 成 の 一 例 を 示 す 要 部 正 面 図 で あ る

。

【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 段 差 防 止 材 を 設 け た 橋 梁 の 構 成 の 一 例 を 示 す 要 部 側 面 図 で あ る

。

【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 段 差 防 止 材 に よ っ て 橋 桁 が 支 持 さ れ て い る と き の 橋 梁 の 構 成 の

一 例 を 示 す 要 部 側 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 段 差 防 止 材 を 設 け た 橋 梁 の 構 成 の 変 形 例 を 示 す 要 部 正 面 図 で あ

る 。

【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 橋 梁 の 一 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は 、 以 下 の 実

施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 変 更 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 更 が 可 能 で

あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

＜ 段 差 防 止 材 ＞

　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 段 差 防 止 材 １ ０ を 設 け た 橋 梁 １ の 一 例 を 示 す 要 部 正 面 図 で あ

る 。 ま た 、 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 段 差 防 止 材 １ ０ を 設 け た 橋 梁 １ の 一 例 を 示 す 要 部 側

面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 段 差 防 止 材 １ ０ は 、 橋 梁 １ の 橋 脚 １ ３ の 上 部 １ ３ １ 上 で 、 橋 桁 １ ４ を

支 持 す る 支 承 部 １ ５ の 近 い 位 置 に 用 い ら れ 、 支 承 部 １ ５ に よ る 橋 桁 １ ４ の 支 持 が 十 分 に 行

え な く な る 状 況 が 生 じ た と き に 、 橋 桁 １ ４ が 下 方 変 位 す る こ と を 抑 制 し て 橋 桁 １ ４ の 前 後

で の 段 差 を 防 止 す る も の で あ る 。 こ こ で 、 段 差 防 止 材 １ ０ は 、 樹 脂 と 、 引 張 強 さ が ２ ０ ０

０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 複 数 本 の 繊 維 と で 構 成 さ れ 、 柱 状 ま た は 筒 状 の 形 状 を 有 す る 繊 維 強 化

樹 脂 複 合 体 で あ る 本 体 部 １ １ を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ の よ う な 、 引 張 強 さ が ２ ０ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 繊 維 を 用 い た 繊 維 強 化 樹 脂 複 合 体 で

構 成 さ れ た 本 体 部 １ １ を 備 え た 段 差 防 止 材 １ ０ に よ る こ と で 、 段 差 防 止 材 １ ０ の う ち 特 に
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本 体 部 １ １ の 機 械 的 強 度 が 高 め ら れ る た め 、 支 承 部 １ ５ に よ る 橋 桁 １ ４ の 支 持 が 十 分 に 行

え な く な る 状 況 が 生 じ た と し て も 、 段 差 防 止 材 １ ０ が 橋 桁 １ ４ を 支 持 す る こ と で 、 橋 桁 １

４ の 下 方 変 位 に よ る 段 差 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の よ う な 繊 維 強 化 樹 脂 複 合 体

で 構 成 さ れ た 本 体 部 １ １ を 備 え る こ と で 、 本 体 部 １ １ を 柱 状 ま た は 筒 状 の 形 状 に す る こ と

が 可 能 に な り 、 そ れ に よ り 段 差 防 止 材 １ ０ の 軽 量 化 が 図 ら れ る た め 、 段 差 防 止 材 １ ０ を 橋

脚 １ ３ 上 に 簡 便 に 設 置 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の よ う な 段 差 防 止 材 １ ０ に よ る

こ と で 、 所 望 の 機 械 的 強 度 を 有 す る と と も に 、 軽 量 で あ っ て 簡 便 に 設 置 す る こ と が 可 能 な

段 差 防 止 材 １ ０ と 、 こ の 段 差 防 止 材 １ ０ を 有 す る 橋 梁 １ を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 段 差 防 止 材 １ ０ は 、 少 な く と も 本 体 部 １ １ を 備 え る 。 ま た 、 段 差 防 止 材 １ ０ は 、 本 体 部

１ １ を 橋 脚 １ ３ に 固 定 す る 台 座 部 １ ２ を さ ら に 備 え る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

（ 本 体 部 ）

　 本 体 部 １ １ は 、 樹 脂 と 、 引 張 強 さ が ２ ０ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 複 数 本 の 繊 維 と で 構 成 さ

れ る 、 繊 維 強 化 樹 脂 複 合 体 か ら な る 。 こ の よ う な 繊 維 強 化 樹 脂 複 合 体 に よ る こ と で 、 本 体

部 １ １ の 機 械 的 強 度 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ の う ち 、 繊 維 は 、 カ ー ボ ン 繊 維 、 ガ ラ ス 繊 維 お よ び ア ラ ミ ド 繊 維 の う ち 、 少 な く と も

１ 種 を 含 む こ と が 好 ま し い 。 そ の 中 で も 、 樹 脂 と の 混 合 し 易 さ の 観 点 か ら 、 カ ー ボ ン 繊 維

を 含 む こ と が よ り 好 ま し い 。 こ れ ら の 繊 維 は 、 引 張 強 さ が ２ ０ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 の 繊 維 を 含

ん で 構 成 さ れ 、 特 に 、 引 張 強 さ が ３ ５ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 の 繊 維 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と が 好

ま し く 、 引 張 強 さ が ４ ０ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 の 繊 維 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と が よ り 好 ま し い 。

こ の よ う な 引 張 強 さ の 大 き い 繊 維 を 用 い て 繊 維 強 化 樹 脂 複 合 体 を 構 成 す る こ と で 、 本 体 部

１ １ の 機 械 的 強 度 が 高 め ら れ る た め 、 支 承 部 １ ５ に よ る 橋 桁 １ ４ の 支 持 が 十 分 に 行 え な く

な っ た と き に 、 本 体 部 １ １ が 橋 桁 １ ４ を 支 持 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ れ ら の 繊 維 の 引

張 強 さ の 上 限 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば ７ ０ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ と し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ こ で 、 本 体 部 １ １ に 含 ま れ る 複 数 本 の 繊 維 は 、 第 １ の 方 向 に 対 し て 略 平 行 に 配 列 さ れ

て い る 、 第 １ の 繊 維 層 を 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の と き 、 複 数 本 の 繊 維 は 、 そ れ ぞ れ

、 橋 脚 １ ３ へ の 設 置 面 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 延 在 す る こ と が よ り 好 ま し い 。 こ の よ う に

、 本 体 部 １ １ に 含 ま れ る 繊 維 を 略 平 行 に 配 列 す る こ と で 、 本 体 部 １ １ の 高 さ 方 向 に つ い て

の 引 張 強 さ が 高 め ら れ る た め 、 橋 脚 １ ３ へ の 設 置 面 積 が 限 ら れ て い る 場 合 で あ っ て も 、 よ

り 確 実 に 橋 桁 １ ４ を 支 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 体 部 １ １ に よ り 多 く の 繊 維 を 含 め る

こ と が で き る た め 、 本 体 部 １ １ の 機 械 的 強 度 を よ り 一 層 高 め る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 本 体 部 １ １ に 含 ま れ る 複 数 本 の 繊 維 は 、 上 述 の 第 １ の 方 向 と は 異 な る 第 ２ の 方 向

に 対 し て 略 平 行 に 配 列 さ れ て い る 第 ２ の 繊 維 層 を さ ら に 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ

う に 、 複 数 本 の 繊 維 が 、 異 な る 複 数 の 方 向 に 沿 っ て 並 ぶ こ と で 、 あ ら ゆ る 方 向 に 沿 っ て 高

い 機 械 的 強 度 が も た ら さ れ る た め 、 橋 桁 １ ４ を 支 持 す る 際 の 確 実 性 を 、 よ り 一 層 高 め る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 本 体 部 １ １ に 含 ま れ る 複 数 本 の 繊 維 は 、 橋 脚 １ ３ へ の 設 置 面 に 平 行 な 面 と 略 直 角

に 交 差 す る 方 向 に 連 続 し て 延 在 す る こ と が よ り 好 ま し い 。 こ の と き 、 第 １ の 繊 維 層 を 構 成

す る 繊 維 と 、 第 ２ の 繊 維 層 を 構 成 す る 繊 維 の う ち 一 方 ま た は 両 方 が 、 橋 脚 １ ３ へ の 設 置 面

に 平 行 な 面 と 略 直 角 に 交 差 す る 方 向 に 連 続 し て 延 在 す る こ と が さ ら に 好 ま し い 。 こ こ で 、

繊 維 が 「 設 置 面 に 平 行 な 面 と 略 直 角 に 交 差 す る 」 と は 、 設 置 面 に 対 し て 垂 直 な 断 面 で 見 た

と き に 、 繊 維 が 延 在 す る 方 向 が 、 設 置 面 に 対 し て ６ ０ ° 以 上 ９ ０ ° 以 下 の 角 度 で 交 差 す る

こ と を い う 。 ま た 、 段 差 防 止 材 １ ０ の 設 置 面 と 垂 直 な 方 向 に つ い て の 圧 縮 強 度 を よ り 高 め

る 観 点 か ら 、 こ の 角 度 は 、 好 ま し く は ６ ５ ° 以 上 ９ ０ ° 以 下 、 よ り 好 ま し く は ７ ０ ° 以 上

９ ０ ° 以 下 、 さ ら に 好 ま し く は ７ ５ ° 以 上 ９ ０ ° 以 下 と し て も よ い 。 な お 、 設 置 面 に 対 し
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て 垂 直 な 断 面 で 見 た と き の 、 繊 維 が 延 在 す る 方 向 の 設 置 面 に 対 す る 角 度 は 、 ９ ０ ° 以 外 の

場 合 、 鋭 角 側 の 角 度 で 見 た と き の 角 度 と す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 体 部 １ １ に お け る 繊 維 の 合 計 含 有 量 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 本 体 部 １ １ の 総 質 量 １

０ ０ 質 量 ％ に 対 し て 、 ３ ０ 質 量 ％ 以 上 ７ ０ 質 量 ％ 以 下 の 範 囲 で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 他 方 で 、 段 差 防 止 材 １ ０ に 含 ま れ る 樹 脂 と し て は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 不 飽 和 ポ リ エ ス テ ル

、 ビ ニ ル エ ス テ ル 、 フ ェ ノ ー ル 、 シ ア ネ ー ト エ ス テ ル 、 ポ リ イ ミ ド 、 ポ リ ア ミ ド （ Ｐ Ａ ）

、 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト （ Ｐ Ｃ ） 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン ス ル フ ィ ド （ Ｐ Ｐ Ｓ ） 、 ポ リ エ ー テ ル エ ー

テ ル ケ ト ン （ Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ ） か ら 選 択 さ れ る １ 種 以 上 を 含 む こ と が で き る 。 こ の よ う な 樹 脂 に

よ っ て 繊 維 が 覆 わ れ て い る こ と で 、 引 張 強 さ の 大 き い 繊 維 に よ る 軽 量 化 の 効 果 を 失 わ せ る

こ と な く 、 段 差 防 止 材 １ ０ の 機 械 的 強 度 を よ り 一 層 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 な お 、 カ ー ボ ン 材 料 と 樹 脂 を 用 い て 本 体 部 １ １ を 得 る 手 段 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、

例 え ば オ ー ト ク レ ー ブ 成 形 法 や Ｒ Ｔ Ｍ （ レ ジ ン ト ラ ン ス フ ァ ー モ ー ル デ ィ ン グ ） 成 形 法 、

Ｖ ａ Ｒ Ｔ Ｍ （ 真 空 レ ジ ン ト ラ ン ス フ ァ ー モ ー ル デ ィ ン グ ） 成 形 法 、 Ｓ Ｍ Ｃ （ シ ー ト モ ー ル

デ ィ ン グ コ ン パ ウ ン ド ） 法 、 Ｆ Ｗ （ フ ィ ラ メ ン ト ワ イ ン デ ィ ン グ ） 法 、 シ ー ト ワ イ ン デ ィ

ン グ 法 、 プ ル ト ル ー ジ ョ ン 法 （ 引 抜 成 形 法 ） な ど を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

（ 台 座 部 ）

　 台 座 部 １ ２ は 、 本 体 部 １ １ の 下 側 に 隣 接 し て 設 け ら れ る も の で あ り 、 本 体 部 １ １ を 橋 脚

１ ３ の 上 部 １ ３ １ に 固 定 可 能 な よ う に 構 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 段 差 防 止 材 １ ０ の 本 体 部

１ １ が 橋 桁 １ ４ を 支 持 す る 必 要 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 本 体 部 １ １ が 橋 脚 １ ３ に 対 し て

傾 き 難 く な る た め 、 よ り 安 定 し て 橋 桁 １ ４ を 支 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 台 座 部 １ ２ の 材 質 は 、 本 体 部 １ １ と 接 合 可 能 な も の で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え

ば 、 台 座 部 １ ２ は 、 例 え ば 、 炭 素 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク （ Ｃ Ｆ Ｒ Ｐ ） 、 ガ ラ ス 繊 維 強 化 プ

ラ ス チ ッ ク （ Ｇ Ｆ Ｒ Ｐ ） 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル ブ タ ジ エ ン ス チ レ ン 共 重 合 体 （ Ａ Ｂ Ｓ ） 、 ポ

リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル （ Ｐ Ｖ Ｃ ） 、 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト （ Ｐ Ｃ ） 、 ナ イ ロ

ン ６ ６ か ら 選 択 さ れ る １ 種 以 上 に よ っ て 構 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 台 座 部 １ ２ は 、 本 体 部 １ １ か ら 、 橋 脚 １ ３ へ の 設 置 面 に 沿 っ て 延 出 す る 部 分 を 有 す る よ

う に 構 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 本 体 部 １ １ を 橋 脚 １ ３ に 対 し て 、 よ り 一 層

傾 き 難 く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

（ 段 差 防 止 材 の 形 状 、 特 性 ）

　 段 差 防 止 材 １ ０ の 本 体 部 １ １ の 形 状 は 、 軽 量 化 を 図 る 観 点 か ら 、 円 筒 や 角 筒 な ど の 筒 状

や 、 円 柱 や 角 柱 な ど の 柱 状 の 形 状 を 有 す る 。 ま た 、 段 差 防 止 材 １ ０ の 大 き さ や 形 状 は 、 橋

桁 １ ４ の 重 さ な ど か ら 求 め ら れ る 、 橋 脚 １ ３ 上 で 橋 桁 １ ４ を 支 持 す る 際 に 掛 か る こ と が 予

想 さ れ る 荷 重 よ り も 大 き な 荷 重 に 耐 え ら れ る 範 囲 で 設 定 す る 。 そ の 中 で も 、 軽 量 化 を 図 る

観 点 か ら 、 橋 桁 １ ４ を 支 持 す る 際 に 掛 か る こ と が 予 想 さ れ る 荷 重 よ り も 、 １ 割 ～ ３ 割 だ け

大 き な 荷 重 に 耐 え ら れ る よ う に 、 段 差 防 止 材 １ ０ の 大 き さ や 形 状 を 設 定 す る こ と が 好 ま し

い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 段 差 防 止 材 １ ０ は 、 耐 荷 重 が ２ ０ ０ ０ ｋ Ｎ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い

。 こ れ に よ り 、 段 差 防 止 材 １ ０ が 橋 桁 １ ４ を 支 持 す る 必 要 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 段 差

防 止 材 １ ０ が 高 さ 方 向 に 圧 縮 さ れ 難 く な る た め 、 橋 桁 １ ４ の 下 方 変 位 に よ る 段 差 を 抑 制 す

る こ と が で き る 。 な お 、 段 差 防 止 材 １ ０ の 耐 荷 重 の 上 限 は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 耐 荷

重 が ８ ０ ０ ０ ｋ Ｎ に 及 ぶ 段 差 防 止 材 １ ０ を 得 る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】
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（ 段 差 防 止 材 の 設 置 箇 所 ）

　 本 実 施 形 態 に 係 る 段 差 防 止 材 １ ０ は 、 橋 梁 １ の 橋 脚 １ ３ の 上 部 １ ３ １ に 設 け ら れ 、 橋 桁

１ ４ を 支 持 す る 支 承 部 １ ５ か ら 近 い 位 置 に 設 け ら れ る 。 こ こ で 、 段 差 防 止 材 １ ０ は 、 支 承

部 １ ５ が 設 け ら れ て い る 橋 脚 １ ３ 上 に 設 け ら れ る こ と が 好 ま し く 、 よ り 具 体 的 に は 、 支 承

部 １ ５ が 設 け ら れ て い る 橋 脚 １ ３ の 上 面 や 、 橋 脚 １ ３ の 上 面 か ら 延 出 す る 保 持 具 （ 縁 端 拡

幅 ブ ラ ケ ッ ト 、 図 示 せ ず ） の 上 面 に 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 支 承 部 １ ５

に よ る 橋 桁 １ ４ の 支 持 が 十 分 に 行 え な く な る 状 況 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 支 承 部 １ ５ の

近 く に あ る 段 差 防 止 材 １ ０ が 支 承 部 １ ５ と と も に 、 ま た は こ の 段 差 防 止 材 １ ０ が 支 承 部 １

５ に 代 わ っ て 橋 桁 が 支 持 さ れ る た め 、 段 差 防 止 材 １ ０ お よ び 支 承 部 １ ５ に 掛 か る 橋 桁 １ ４

の 荷 重 の バ ラ ン ス が 大 き く 変 わ る こ と を 抑 え 、 そ れ に よ り 橋 桁 １ ４ の 傾 き を 抑 制 す る こ と

が で き る 。 そ れ と と も に 、 橋 桁 １ ４ が 下 方 に 変 位 す る こ と に よ っ て 生 じ る 段 差 を 抑 制 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 こ こ で 、 段 差 防 止 材 １ ０ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 記 載 さ れ る よ う に 、 橋 桁 １ ４ の 直 下 に 設

け ら れ る と と も に 、 支 承 部 １ ５ に よ っ て 橋 桁 １ ４ が 支 持 さ れ て い る 際 は 、 橋 桁 １ ４ と の 間

に 大 き さ ｈ １ の 空 隙 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 段 差 防 止 材 １ ０ と 橋 桁 １ ４ と の 間 に 空 隙 を

有 す る こ と で 、 支 承 部 １ ５ に よ っ て 橋 桁 １ ４ が 支 持 さ れ て い る と き は 、 支 承 部 １ ５ に よ っ

て 橋 桁 １ ４ の 伸 縮 や 振 動 な ど を 吸 収 す る こ と が で き る 。 そ れ と と も に 、 図 ３ に 記 載 さ れ る

よ う に 、 地 震 な ど に よ っ て 支 承 部 １ ５ に よ る 橋 桁 １ ４ の 支 持 が 行 え な く な り 、 段 差 防 止 材

１ ０ に よ っ て 橋 桁 １ ４ が 支 持 さ れ て い る と き で あ っ て も 、 橋 桁 １ ４ の 床 版 の 下 方 変 位 の 大

き さ ｈ ２ は 、 最 大 で も 空 隙 の 大 き さ ｈ １ 以 下 の 範 囲 に 収 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 特 に 、 橋 梁 １ を 道 路 橋 と し て 用 い る 場 合 に は 、 段 差 防 止 材 １ ０ と 橋 桁 １ ４ と の 間 に お け

る 空 隙 の 大 き さ ｈ １ を 、 ３ ０ ｍ ｍ 以 下 に す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 橋 桁 １ ４ が 段

差 防 止 材 １ ０ に よ っ て 支 持 さ れ る と き に 、 橋 桁 １ ４ の 床 版 上 面 １ ４ １ の 高 さ と 、 橋 桁 １ ４

の 床 版 上 面 １ ４ １ に 隣 接 す る 道 路 面 ２ １ の 高 さ と の 差 （ 路 面 段 差 ） が ３ ０ ｍ ｍ 以 下 の 範 囲

に 収 ま る た め 、 橋 桁 １ ４ の 床 版 上 面 １ ４ １ に 残 留 し て い る 走 行 車 両 を 橋 梁 外 に 退 避 さ せ る

と と も に 、 橋 桁 １ ４ の 床 版 上 面 １ ４ １ を 緊 急 車 両 な ど が 走 行 で き る よ う に し て 、 交 通 機 関

を 速 や か に 健 全 な 状 態 に 戻 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 他 方 で 、 段 差 防 止 材 １ ０ は 、 ジ ャ ッ キ ア ッ プ ブ ラ ケ ッ ト を 介 し て 橋 脚 上 に 設 け て も よ い

。 こ れ に よ り 、 橋 脚 １ ３ の 上 面 の 面 積 に 制 約 が あ る 場 合 で あ っ て も 、 橋 桁 １ ４ の 床 版 の 下

方 変 位 に よ っ て 生 じ る 段 差 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 段 差 防 止 材 １ ０ は 、 支 承 部 １ ５ に よ っ て 橋 桁 １ ４ を 支 持 す る 構 造 を 有

す る 橋 梁 １ に 、 広 く 用 い る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 １ に 記 載 さ れ る よ う な 、 箱 桁 か ら な

る 橋 桁 １ ４ を 有 す る 橋 梁 １ に 用 い て も よ く 、 ま た 、 図 ４ に 記 載 さ れ る よ う な 、 鈑 桁 か ら な

る 橋 桁 １ ４ ’ を 有 す る 橋 梁 １ ’ に 用 い て も よ い 。 こ こ で 、 図 １ に 記 載 さ れ る よ う な 、 箱 桁

か ら な る 橋 桁 １ ４ を 有 す る 橋 梁 １ に 用 い る 場 合 、 段 差 防 止 材 １ ０ は 、 橋 桁 １ ４ の 幅 方 向 ま

た は 延 長 方 向 の 少 な く と も い ず れ か に つ い て 複 数 設 け る こ と が 好 ま し く 、 例 え ば 橋 桁 １ ４

の 幅 方 向 に 複 数 設 け ら れ た 支 承 部 １ ５ ａ ～ １ ５ ｅ の そ れ ぞ れ の 近 傍 に 設 け る こ と が 好 ま し

い （ 図 １ で は 、 支 承 部 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 近 傍 に あ る 段 差 防 止 材 １ ０ に つ い て は 図 示 せ ず ）

。 ま た 、 図 ４ に 記 載 さ れ る よ う な 、 鈑 桁 か ら な る 橋 桁 １ ４ ’ を 有 す る 橋 梁 １ ’ に 用 い る 場

合 、 複 数 の 支 承 部 １ ５ を 鈑 桁 ご と に 設 け る と と も に （ 支 承 部 １ ５ ｆ ～ １ ５ ｈ ） 、 こ れ ら の

支 承 部 １ ５ の 近 く に そ れ ぞ れ 段 差 防 止 材 １ ０ を 設 け る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 段 差 防

止 材 １ ０ を 複 数 設 け る こ と で 、 段 差 防 止 材 １ ０ に 求 め ら れ る 機 械 的 強 度 を 小 さ く す る こ と

が で き る た め 、 段 差 防 止 材 １ ０ の 軽 量 化 を よ り 一 層 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

＜ 段 差 防 止 材 の 施 工 方 法 ＞

　 本 実 施 形 態 に 係 る 段 差 防 止 材 １ ０ の 施 工 方 法 は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 段 差 防 止 材 １
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０ の 台 座 部 １ ２ と 橋 脚 １ ３ と を 接 合 さ せ る 接 合 工 程 に よ っ て 、 上 述 の 段 差 防 止 材 １ ０ を 橋

梁 １ の 橋 脚 １ ３ 上 に 設 け て も よ い 。 本 実 施 形 態 の 施 工 方 法 で は 、 段 差 防 止 材 １ ０ の 軽 量 化

が 図 ら れ て い る た め 、 固 定 式 の 足 場 を 組 ま な く て も 、 移 動 式 の 足 場 を 用 い て 橋 脚 １ ３ に 設

置 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 段 差 防 止 材 １ ０ を 簡 便 に 設 置 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 段 差 防 止 材 １ ０ の 台 座 部 １ ２ と 橋 脚 １ ３ と の 接 合 手 段 は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 ア ン カ ー ボ

ル ト な ど の 固 定 具 に よ っ て 接 合 し て も よ く 、 粘 着 剤 に よ っ て 接 合 し て も よ い 。 ま た 、 段 差

防 止 材 １ ０ は 、 粘 着 剤 と 固 定 具 と を 併 用 し て 橋 脚 １ ３ 上 と 接 合 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 こ こ で 、 台 座 部 １ ２ と 橋 脚 １ ３ と の 接 合 に 用 い ら れ る 粘 着 剤 と し て は 、 異 種 の 素 材 を 接

合 す る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 耐 疲 労 性 に 優 れ る 観 点 か ら 、 メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル （ Ｍ Ｍ Ａ

） 系 の 粘 着 剤 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

＜ 橋 梁 ＞

　 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 橋 梁 １ Ａ の 一 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 橋 梁

１ Ａ は 、 複 数 の 橋 脚 １ ３ を 有 す る と と も に 、 こ れ ら の 橋 脚 １ ３ に 跨 っ て 設 け ら れ る 橋 桁 １

４ が 、 支 承 部 １ ５ に よ っ て 複 数 の 橋 脚 １ ３ に そ れ ぞ れ 支 持 さ れ て い る 。 こ の 橋 梁 １ Ａ は 、

複 数 の 支 承 部 １ ５ の 一 方 ま た は 両 方 に お い て 橋 桁 １ ４ の 支 持 が 十 分 に 行 え な く な る 状 況 が

生 じ た 場 合 に 、 橋 桁 １ ４ が 下 方 変 位 す る こ と を 抑 制 し て 橋 桁 １ ４ の 前 後 に 段 差 が 生 じ る の

を 防 止 す る 段 差 防 止 材 １ ０ を 、 複 数 の 橋 脚 １ ３ の そ れ ぞ れ に 有 し て お り 、 こ れ ら の 段 差 防

止 材 １ ０ は 、 そ れ ぞ れ 、 樹 脂 と 、 引 張 強 さ が ２ ０ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 複 数 本 の 繊 維 と で

構 成 さ れ 、 柱 状 ま た は 筒 状 の 形 状 を 有 す る 繊 維 強 化 樹 脂 複 合 体 で あ る 本 体 部 １ １ を 備 え る

。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 こ の よ う な 、 カ ー ボ ン 材 料 を 含 ん だ 段 差 防 止 材 １ ０ を 橋 梁 １ Ａ に 用 い る こ と で 、 段 差 防

止 材 １ ０ が そ れ ぞ れ 軽 量 化 さ れ る た め 、 段 差 防 止 材 １ ０ を 複 数 の 橋 脚 １ ３ に 簡 便 に 設 置 す

る こ と が で き る 。 ま た 、 こ れ に よ り 段 差 防 止 材 １ ０ が 所 望 の 機 械 的 強 度 を 有 す る こ と に な

る た め 、 複 数 の 支 承 部 １ ５ の 一 方 ま た は 両 方 に お い て 橋 桁 １ ４ の 支 持 が 十 分 に 行 え な く な

る 状 況 が 生 じ た と し て も 、 橋 桁 １ ４ の 下 方 変 位 に よ る 段 差 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 次 に 、 本 発 明 の 効 果 を さ ら に 明 確 に す る た め に 、 本 発 明 例 に つ い て 説 明 す る が 、 本 発 明

は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

［ 本 発 明 例 １ ］

　 カ ー ボ ン 繊 維 か ら な り 、 引 張 強 さ が ４ ９ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ で あ る 繊 維 （ 線 径 ： ５ μ ｍ ～ ８ μ ｍ

、 東 レ 株 式 会 社 製 、 型 番 ： Ｐ ３ ２ ５ ２ Ｓ － ２ ５ ） を 用 い 、 橋 脚 へ の 設 置 面 と 平 行 な 面 に 対

し て ９ ０ ° の 角 度 を な す 第 １ の 方 向 に 、 繊 維 が 略 平 行 に 配 列 し た 状 態 で 、 エ ポ キ シ 系 の 樹

脂 を 用 い て 固 め る こ と で 、 第 １ の 繊 維 層 を 構 成 し た 。 次 い で 、 こ の 第 １ の 繊 維 層 の 外 側 に

、 第 １ の 繊 維 層 と 同 じ 繊 維 を 用 い て 、 橋 脚 へ の 設 置 面 と 平 行 な 面 に 対 し て ４ ５ ° の 角 度 を

な す 第 ２ の 方 向 に 、 繊 維 が 略 平 行 に 配 列 し た 状 態 で 、 エ ポ キ シ 系 の 樹 脂 を 用 い て 固 め る こ

と で 、 第 ２ の 繊 維 層 を 構 成 し た 。 こ の よ う な 第 １ の 繊 維 層 お よ び 第 ２ の 繊 維 層 の 形 成 を 繰

り 返 し 行 う こ と で 、 内 径 ２ ０ ０ ｍ ｍ 、 外 径 ２ ２ ４ ｍ ｍ の 円 筒 形 状 の 本 体 部 を 形 成 し た 。 こ

の 本 体 部 に お け る 繊 維 の 合 計 含 有 量 は 、 本 体 部 の 総 質 量 １ ０ ０ 質 量 ％ に 対 し て 、 ６ ０ 質 量

％ で あ っ た 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 次 い で 、 こ の 本 体 部 の 底 面 に 沿 っ て 、 縦 ３ ２ ０ ｍ ｍ 、 横 ３ ２ ０ ｍ ｍ の 大 き さ を 有 し 、

ガ ラ ス 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク （ Ｇ Ｆ Ｒ Ｐ ） か ら な る 矩 形 の 台 座 部 を 配 置 し 、 本 体 部 と 台 座

部 を 、 構 造 用 接 着 剤 （ 株 式 会 社 Ｉ Ｔ Ｗ パ フ ォ ー マ ン ス ポ リ マ ー ズ ＆ フ ル イ ズ ジ ャ パ ン 製 、

型 番 ： プ レ ク サ ス Ａ Ｏ ４ ２ ０ ） を 用 い て 接 着 す る こ と で 、 段 差 防 止 材 を 得 た 。
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【 ０ ０ ５ １ 】

　 得 ら れ た 段 差 防 止 材 に つ い て 、 静 的 圧 縮 試 験 機 を 用 い て 耐 荷 重 を 測 定 し た と こ ろ 、 ３ ０

０ ０ ｋ Ｎ と な っ た 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ま た 、 一 般 的 な 道 路 橋 と し て 用 い ら れ る 、 幅 ２ ０ ｍ 、 長 さ ３ ５ ｍ の 箱 桁 か ら な る 橋 桁 （

重 さ １ ２ ０ ０ ｔ ） の 一 方 の 端 部 を 、 箱 桁 の 幅 方 向 に ４ 個 並 べ た 段 差 防 止 材 で 支 持 す る 場 合

に 必 要 と な る 耐 荷 重 （ 以 下 、 「 橋 桁 を 支 持 す る の に 必 要 な 耐 荷 重 」 と い う 。 ） は 、 構 造 計

算 に よ り ２ ０ ０ ０ ｋ Ｎ 以 上 と 求 め ら れ る 。 こ れ に 関 し 、 本 発 明 例 １ の 段 差 防 止 材 の 耐 荷 重

は 、 い ず れ も こ の 数 値 を 上 回 っ て い た 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 ま た 、 固 定 式 の 足 場 を 組 む こ と な く 、 移 動 式 の 足 場 を 用 い て 橋 脚 に 設 置 す る こ と が で き

る 段 差 防 止 材 の 重 量 は 、 最 大 で ３ ０ ｋ ｇ で あ る 。 こ れ に 関 し 、 本 発 明 例 １ の 段 差 防 止 材 は

、 重 量 が １ ０ ． ３ ｋ ｇ で あ る た め 、 移 動 式 の 足 場 を 用 い て 橋 脚 に 設 置 す る こ と が 可 能 で あ

る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

［ 比 較 例 １ ］

　 本 体 部 に 用 い る 繊 維 と し て 、 引 張 強 さ が ２ ０ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 未 満 で あ る 繊 維 を 用 い た 以 外 は

、 本 発 明 例 １ と 同 様 に し て 段 差 防 止 材 を 形 成 し た 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 得 ら れ た 段 差 防 止 材 に つ い て 、 静 的 圧 縮 試 験 機 を 用 い て 耐 荷 重 を 測 定 し た と こ ろ 、 橋 桁

を 支 持 す る の に 必 要 な 耐 荷 重 （ ２ ０ ０ ０ ｋ Ｎ ） を 下 回 っ て い た 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 以 上 の こ と か ら 、 本 発 明 例 １ の 段 差 防 止 材 は 、 比 較 例 １ の 段 差 防 止 材 と 比 べ て 、 高 い 機

械 的 強 度 を 有 す る と と も に 、 軽 量 で あ っ て 簡 便 に 設 置 す る こ と が 可 能 で あ る こ と が 分 か っ

た 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 お よ び 実 施 例 を 説 明 し た が 、 上 記 に 記 載 し た 実 施 の 形 態 お よ

び 実 施 例 は 特 許 請 求 の 範 囲 に 係 る 発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。 ま た 、 実 施 の 形 態 お よ び

実 施 例 の 中 で 説 明 し た 特 徴 の 組 合 せ の 全 て が 発 明 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 に 必 須 で あ

る と は 限 ら な い 点 に 留 意 す べ き で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 １ 、 １ ’ 、 １ Ａ 　 　 橋 梁

　 １ ０ 　 　 段 差 防 止 材

　 １ １ 　 　 本 体 部

　 １ ２ 　 　 台 座 部

　 １ ３ 　 　 橋 脚

　 １ ３ １ 　 　 橋 脚 の 上 部

　 １ ４ 、 １ ４ ’ 　 　 橋 桁

　 １ ４ １ 　 　 床 版 上 面

　 １ ５ 、 １ ５ ａ ～ １ ５ ｈ 　 　 支 承 部

　 ２ １ 　 　 道 路 面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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